
い
な
い
手
つ
か
ず
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
の
発
生
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
日
頃

か
ら
の「
備
え
」が
あ
れ
ば
、
被
害
を
少
な

く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。「
自
分
た
ち
に

で
き
る
備
え
」を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
態
に
即
し
た
防
災
訓
練

　

そ
の
ひ
と
つ
が
防
災
訓
練
で
す
。
７
月

７
日
に
は
、
西
紀
中
地
区
に
お
い
て
、
地

震
発
生
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
で
き
る
だ
け
災
害
時
の
実
態
に
即
し

た
訓
練
内
容
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
会
場

の
西
紀
小
学
校
体
育
館
を
一
時
的
に
停
電

状
態
と
し
、
発
電
機
に
よ
り
照
明
や
扇
風

機
な
ど
の
電
源
を
確
保
し
ま
し
た
。
次
に
、

地
域
の
方
が
避
難
所
運
営
を
担
う
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
参
加
者
に
よ
る
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
や
簡
易
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
設
置
な
ど
の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
坂
、
倉
本
、
坂
本
、
栗
柄
自

治
会
で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
り
集
落
が
孤

立
し
た
と
の
設
定

の
も
と
、
陸
上
自

衛
隊
と
警
察
署
の

連
携
に
よ
る
救
助

訓
練
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は「
災
害
時
に

何
を
す
べ
き
か
を

考
え
る
機
会
に
な

っ
た
」「
実
践
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
た
」な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

災
害
へ
の
備
え
＝
日
々
の
備
え

　

テ
レ
ビ
の
正
月
番
組
か
ら
流
れ
る
緊
急

地
震
速
報
、
繰
り
返
さ
れ
る
大
津
波
警
報
、

次
々
に
報
道
さ
れ
る
被
害
の
状
況
。
令
和

６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
災
害
の
現
実
を
私
た
ち
に
突
き
つ

け
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
２
９
９
人
が
亡
く

な
ら
れ
て
お
り
、
住
家
被
害
で
は
全
壊
が

６
，
２
２
７
棟
、
半
壊
が
２
０
，
５
８
９

棟（
７
月
30
日
現
在
）あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
震
発
生
直
後
に
は
開
設
さ
れ
た

１
３
２
９
カ
所
の
避
難
所
に
最
大
５
１
，

６
０
５
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
支
援
に
赴
い
た
職
員
か
ら
は

「
被
害
は
想
像
以
上
」と
の
報
告
が
あ
り
、

半
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
復
旧
が
進
ん
で

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
石
川
県
能
登
半
島
で

最
大
震
度
７
の
大
き
な
地
震
が
発
生
。
能
登
地

方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
、
大
き
な
爪

痕
を
残
し
ま
し
た
。

　
地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
大
規
模
地
震
の
発
生
に
備
え
、
今

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６

頼
り
に
な
る
地
域
の
チ
カ
ラ

　

災
害
時
に
は
、
行
政
な
ど
公
的
機
関
の

支
援
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

職
員
が
避
難
所
運
営
支
援
に
赴
い
た
石
川

県
珠
洲
市
で
は
、
避
難
所
54
カ
所
の
う
ち
、

地
元
の
公
民
館
や
集
会
所
、
自
宅
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
開
放
す
る
な
ど
し
た
自
主
避
難

所
が
38
カ
所
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
自
主
避
難

所
で
は
、
地
域
の
助
け
合
い
と
工
夫
に
よ
り

主
体
的
に
生
活
空
間
を
確
保
さ
れ
て
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す 

御
所
谷
断
層

　

近
い
将
来
、
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
の
が「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
市
内
で
、
最
も
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
る

の
が
、
加
東
市
か
ら
丹
波
篠
山
市
に
か
け

て
の
国
道
３
７
２
号
沿
い
に
あ
る「
御
所

地
震
災
害

谷
断
層
帯
」で
す
。
こ
の
断
層
が
30
年
以

内
に
動
く
確
率
は
０・
０
０
１
㌫
未
満
。

一
見
、
確
率
は
低
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

阪
神
淡
路
大
震
災
も
発
災
前
に
は
30
年
以

内
の
発
生
確
率
は
０・
０
２
㌫
か
ら
８
㌫

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
」、
と
備
え
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

日
常
生
活
で
考
え
る
備
え

　

皆
さ
ん
は
、
消
毒
液
や
胃
腸
薬
な
ど
を

常
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ビ
ー
ル
や
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
料
品
も
ケ
ー
ス
単
位
で

購
入
し
、
な
く
な
れ
ば
買
い
足
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
食
糧
や
水
な

ど
の
備
蓄
に
置
き
換
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
防
災
へ
の
備
え
は“
特

別
”な
こ
と
で
は
な
く
、“
日
常
生
活
の
一

部
”に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

常
で
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
を
掲
載
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

•
�

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法（
備
え
て
、

使
っ
て
、
買
い
足
す
）に
よ
る
食
糧

等
の
備
蓄（
最
低
３
日
分
を
推
奨
）

•
�

家
具
の
固
定
と
置
き
方
の
工
夫（
寝

床
や
部
屋
の
出
入
り
口
に
倒
れ
な
い

よ
う
角
度
を
変
え
る
な
ど
）

•
�

家
族
内
で
安
否
確
認
方
法
や
避
難
等

集
合
場
所
、
非
常
持
出
品
に
つ
い
て

の
情
報
共
有

•
�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
危
険
箇
所

を
確
認（
浸
水
、
土
砂
災
害
）

　災害への備えの１つとして、兵庫県には住宅再建共済制度「フ
ェニックス共済」があります。このフェニックス共済は、住宅
を所有している方に加入いただき、平常時から資金を寄せ合う
ことで、災害発生時に被害を受けた住宅の再建・補修を支援す
る制度です。
　いざというときのわが家の安全・安心のためにも、ぜひご加
入ください。あらゆる自然災害が対象で築年数等に関係なく、
年額掛金5,000円で最大600万円の給付が受けられます。

災害への備えとして、「フェニックス共済」にご加入ください

と　き　９月19日（木）～ 20日（金）
　　　　10月10日（木）〜 11日（金）
　　　　10:00 ～ 15:00
ところ　バザールタウン篠山
　　　　NEWS館　１階広場
問い合わせ　丹波県民局　総務防災課
　　　　　　☎0795-73-3762

フェニックス共済加入説明会開催

今 

自
分
た
ち
に
で
き
る
備
え

例
え
ば

丹波篠山  Hyogo3 丹波篠山  2024.9 2

Ｆ
Ｏ
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情
報
ピ
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ア
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プ

特
集

Ｈ
Ｏ
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と
ー
く

市
政
レ
ー
ダ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

は
ぐ
く
み

施
設
情
報
・
相
談

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
の
話
題

街
か
ど
リ
ポ
ー
ト



住まいの耐震化に取り組む事業者

　耐震診断を行い、自分の家がどれだけ強度が
あるのかということは知っておくべきだと思い
ます。そして、耐震改修工事をされる場合は、
壁をはがすことなども多いので、改修に併せて
リフォーム工事を行うと、コストや手間などの
面でも１番効率的です。耐震改修を行えば大地
震が来ても家がつぶれない程度は強くなり、命
を守ることができます。市の補助がありますの
で、積極的に活用し、安心して住める家にしま
しょう。

住まいの耐震化利用者

　自宅は132年前に建築された古民家で、昭和
43年に一度改修を行いましたが、「地震が発生し
た場合に、瓦屋根の重さで家自体が押しつぶさ
れるのでは」との心配がありました。そこで、自
宅のリフォームを考えていたときに、才本建築
事務所さんの提案もあり、耐震改修工事を行っ
ていただきました。工事を終えて、建物の強度
も向上し、とても安心しています。少しでも安
心して暮らすために、皆さんも耐震診断を受け
てみてはいかがですか。

耐
震
改
修
が
生
命
を
救
う

　
平
成
７
年（
１
９
９
５
）１
月
に
発

生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

約
9
割
の
方
が
家
屋
の
倒
壊
な
ど
が

原
因
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
昭

和
56
年（
１
９
８
１
）５
月
以
前
の
建

物
に
被
害
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
御
所
谷
断
層
帯
は
、
市
内
で
最
も

大
き
な
直
下
型
地
震
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
想
定
さ
れ
る

最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
揺
れ
に
よ
る
家
屋
被
害（
全

壊
４
２
５
棟
、
半
壊
３
，
１
９
７
棟
）

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
今
か

ら
で
き
る
限
り
の
備
え
を
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
、
建
物
の
耐
震
化
は

有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
し
た

木
造
住
宅
は
大
地
震
で
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
く
、
新
し
い
耐
震
基
準
で

は
震
度
６
強
の
揺
れ
で
も
家
屋
が
倒

壊
・
崩
壊
し
な
い
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
建
物
が
倒
壊
さ
え
し
な

け
れ
ば
命
を
守
れ
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修

工
事
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
耐
震
診
断
を
受
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

昭和56年５月31日以前に着工した住宅は耐震診断が必要です

耐震改修で倒壊を防ごう《住まいの耐震化に取り組む事業者や住まいの耐震化利用者の声を紹介します》インタビュー

皆さんは、家屋の耐震診断・耐震補強などの耐震対策はお済みですか。
住宅の耐震補強をしておけば、倒壊という大きな被害につながる事態は避けることができます。
大地震から自分自身や家族の命を守るためにも、住宅の耐震化に取り組みましょう。

問い合わせ　地域計画課☎552-1118

有限会社才本建築事務所
一級建築士 水

み ず

谷
た に

稜
りょう

さん 髙
た か

橋
は し

智
と も

徳
の り

さん

住宅の耐震化促進事業

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

　
市
で
は
、
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
住
宅

へ
耐
震
診
断
技
術
者
を
派
遣
し
、
耐
震
性

の
調
査
・
診
断
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

住
宅　
※
次
の
場
合
は
対
象
外
。

•
�

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
、
丸
太
組
工
法

お
よ
び
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
住
宅

•
�

住
宅
と
し
て
使
用
す
る
延
床
面
積
が
全

体
の
２
分
の
１
以
下
で
あ
る
住
宅

【
診
断
費
用
】

申
込
者
の
１
割
負
担（
た
だ
し
、
戸
建
て

木
造
住
宅
は
無
料
）

住
宅
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
補
助

【
対
象
住
宅
】

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

次
の
条
件
を
満
た
す
も
の

•

違
反
建
築
物
で
な
い
も
の

•
�

耐
震
診
断
の
評
点
が「
０・
７
以
上
１・
０

未
満
」「
０・７
未
満
」の
住
宅

•
�

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に
加
入
し

て
い
る
住
宅
ま
た
は
加
入
す
る
住
宅

【
対
象
と
な
る
費
用
】

耐
震
改
修
計
画
策
定
と
そ
れ
に
伴
う
耐
震

診
断
に
要
す
る
費
用

【
補
助
金
額
】

◦◦�

戸
建
住
宅
＝
対
象
と
な
る
費
用
の
３
分

の
２
以
内（
上
限
20
万
円
）

◦◦�

共
同
住
宅
＝
対
象
と
な
る
費
用
の
３
分

の
２
以
内（
上
限
12
万
円
／
戸
）

住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

【
対
象
者
】

市
内
に
対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
し
、
所

得
が
１
，
２
０
０
万
円（
給
与
収
入
の
み

の
場
合
は
、
給
与
収
入
が
１
，
３
９
５
万

円
）以
下
の
市
民
の
方

【
対
象
住
宅
】

耐
震
診
断
の
評
点
が「
０・
７
以
上
１・
０

未
満
」「
０・７
未
満
」の
住
宅

【
補
助
金
額
】

◦◦�

戸
建
住
宅
＝
対
象
と
な
る
費
用（
50
万

円
以
上
の
も
の
）の
５
分
の
４
以
内（
上

限
１
０
０
万
円
）

◦◦�

共
同
住
宅
＝
対
象
と
な
る
費
用
の
５
分

の
４
以
内（
上
限
40
万
円
／
戸
）

簡
易
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

【
対
象
者
】

住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
と
同
じ

【
対
象
住
宅
】

耐
震
診
断
の
評
点
が「
０・７
未
満
」の
住
宅

【
対
象
と
な
る
費
用
】

耐
震
性
能
を
改
善
す
る
た
め
の
耐
震
改
修

計
画
の
策
定
と
、
そ
れ
に
伴
う
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用

※�

耐
震
性
能
の
改
善
と
は
、
改
修
後
の
耐

震
診
断
の
評
点
が「
０・
７
以
上
１・
０

未
満
」と
な
る
こ
と

【
補
助
金
額
】

対
象
と
な
る
費
用（
50
万
円
以
上
の
も
の
）

の
５
分
の
４
以
内（
上
限
50
万
円
）

耐震化までのステップ

①耐震診断
　�昭和56年５月31日以前に着工された
住宅が対象　※木造住宅は無料
　　⬇

②耐震改修計画
　　⬇
③耐震改修工事

耐震診断で分かる家屋の評点
耐震診断では、耐震性
を数値（評点）で評価
し、地震で倒壊する可
能性を３段階で判定
します。

評点 評価

1.0以上 安全です

0.7以上
１.0未満 やや危険です

0.7未満 危険です
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44月月 Open! Open!

きく・かたるきく・かたる

寺カフェ寺カフェ

認知症カフェ
認知症と共に生きる

映画「オレンジ・ランプ」上映会
　認知症フォーラムとして、認知症になってもその人らし
く生きることをテーマとした映画を上映します。

日時　10月20日（日）　13:30 ～ 15:45（予定）
場所　丹波篠山市民センター　多目的ホール
定員　200人（申し込み不要）
内容　[第１部]　�認知症になっても自分らしく暮らせるよ

うに私たちができること
　　　[第２部]　映画「オレンジ・ランプ」上映（字幕あり）
　　　[展　示]　認知症関連のパネル展示

誰
も
が
な
り
う
る「
認
知
症
」

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

に
よ
り
、
脳
の
働
き
が
低
下
す
る
こ

と
で
記
憶
や
判
断
力
が
下
が
り
、
日

常
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
65
歳
以
上
の
５
人
に
１

人
が
認
知
症
、
あ
る
い
は
そ
の
リ
ス
ク

を
抱
え
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
誰
も
が

な
り
う
る
病
気
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
初
め
に
は
、「
共
生
社
会
の
実

現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本

法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
丹
波
篠
山
市

❖
ホ
ッ
と
・
ひ
と
い
き
カ
フ
ェ

　
日
　
時　
毎
月
第
２
月
曜
日

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
場
　
所　
城
下
ま
ち
会
館

　
参
加
費　
１
０
０
円

❖
た
き
た
き
カ
フ
ェ

　
日
　
時　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
～
12
時

　
場
　
所　
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
東
雲
診
療
所
横
）

　
参
加
費　
１
０
０
円

❖
カ
フ
ェ
や
す
ら
ぎ

　
日
　
時　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
場
　
所　

�

古
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー

　
参
加
費　
１
０
０
円

❖
り
ん
ご
カ
フ
ェ

　
日
　
時　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
場
　
所　
西
紀
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費　
２
０
０
円

❖
か
や
の
み
カ
フ
ェ

　
日
　
時　
奇
数
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
～
12
時

　
場
　
所　
日
置
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
参
加
費　
１
０
０
円

❖
き
く
・
か
た
る
寺
カ
フ
ェ

　
日
　
時　
毎
月
第
４
月
曜
日

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
場
　
所　
大
國
寺（
安
泰
庵
）

　
参
加
費　
２
０
０
円

認知症に関する相談窓口
月～金曜日　8:30 ～ 17:15
※祝日、年末年始を除く。

▪もの忘れ相談センター
　▽市役所 第２庁舎 長寿福祉課内　☎552-5346
▪西部地域包括支援センター （西紀・丹南・今田）
　▽丹南健康福祉センター内　☎594-3776
▪東部地域包括支援センター （篠山・城東・多紀）
　▽城東公民館内　☎556-2340

を
め
ざ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い
に
支
え
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

元
気
な
う
ち
か
ら
認
知
症
予
防

　

市
内
に
は「
認
知
症
カ
フ
ェ
」が
６
カ

所
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
社
会
と
関
わ
り

を
持
て
る
場
で
も
あ
り
、
地
域
の
方
が

楽
し
く
認
知
症
予
防（
進
行
予
防
）が
で

き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
や
家
族
の
こ
と
で
不
安

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
専
門
職
の
ス
タ
ッ

フ
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症について正しく理解して
認知症の人や家族を温かく見守り、自分のできる範囲で声
かけなどの応援をする人です。高齢者や認知症について正
しい知識を学んでみませんか？講師が無料で伺います。講
座時間は60～90分です。詳しくはお問い合わせください。

もの忘れが増えてきて
　花の名前、人の名前などもの忘れが増えてきたの
で、認知症予防のために参加しています。家では難
しい認知症予防も、近くだと参加しやすいですし、
交流しながら予防できるのがいいですね。

身近な人が認知症に
　今までは大丈夫と思っていましたが、夫が認知症
を患い、身近なところで見ていたので、自分も気を
つけようと思い、参加しています。

「認知症」だけじゃない
　認知症のためより、みんなと話す場所、お話を聞
ける場所として来ています。名前も「認知症カフェ」
という名前ではないので来やすいです。

住職 酒
さ か

井
い

裕
ゆ う

圓
え ん

さん

　悩みや不安を吐き出せる場所、
そして、専門的なサポートにも
つなげられる場所として、地域
の方とカフェを開きました。認
知症は誰もがなりうる病気です。
吐き出して心の負担が軽減され
ればと思っています。

９月21日は「認知症の日」。
認知症は、誰もがなりうるものであり、自分や家族、
友人など身近な人がなることは決して珍しくあり
ません。認知症と共に笑顔で暮らせるように、
今からできることを皆で考えてみませんか？

長寿福祉課☎552-5346

市内で行う取り組み
▪市役所庁舎をオレンジ色にライトアップ
	 （オレンジ色は認知症支援のシンボルカラーです）
	 期　間　９月21日（土）～27日（金）
▪�市役所・公共機関・民間事業所等の窓口を

オレンジ色に装飾、チラシ配置による啓発
	 期　間　９月１日（日）～30日（月）
▪商業施設での街頭キャンペーンの実施
	 と　き　９月７日（土）
▪市内高等学校の取り組み
　⃝篠山東雲高等学校
　　�オレンジ色のマリーゴールドをプランターで
栽培し、市役所を彩る

　⃝篠山産業高等学校（インターアクト部）
　⃝篠山鳳鳴高等学校（インターアクト部）
　　街頭キャンペーンの協力

市
内
の
認
知
症
カ
フ
ェ

\参加者の声/

９９月は「みんなで月は「みんなで認知症認知症をを
考える月間」です考える月間」です

　認知症のある方やその家族が、住み慣れた地域で
安心して暮らし続けることができるよう、さまざま
な普及啓発を市内で一斉に実施します。
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世
界
を
代
表
す
る

ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
が
集
結

　

世
界
的
ヴ
ィ
オ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

を
続
け
ら
れ
て
い
る
今
井
信
子
さ
ん
。

今
年
も
今
井
さ
ん
を
は
じ
め
、
世
界
を

代
表
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
た
ち
が「
丹
波

篠
山
国
際
ヴ
ィ
オ
ラ
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

２
０
２
４
」に
集
い
ま
す
。

　
こ
の
ヴ
ィ
オ
ラ
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
は
、

世
界
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
受
講
生
が
今

井
さ
ん
や
３
人
の
講
師
の
も
と
で
個
人

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
同
じ
舞
台
で
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
演
奏
す
る
機
会
を
持
つ
音

楽
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
今
井
さ
ん

は
ヴ
ィ
オ
ラ
を
専
門
的
に
学
ぶ
若
い
演

奏
家
を
集
め
て
育
成
し
て
い
こ
う
と
、

以
前
、
北
海
道
小
樽
市
で
15
年
間
に
わ

た
り
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
次
の
開
催
場
所
を
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
実
行
委
員
の
小お

野の

ひ
と

み
さ
ん
の
紹
介
に
よ
り
、
２
０
２
０
年

か
ら
丹
波
篠
山
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
井
さ
ん
は
、「
丹
波
篠
山
は
自
然
が

豊
か
で
、
伝
統
文
化
が
息
づ
く
す
ば
ら

し
い
場
所
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
田

園
交
響
ホ
ー
ル
の
響
き
具
合
と
、
サ
イ

ズ
も
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
と
て
も
気
に
入

っ
て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
第
５
回
目
と
な
る
マ
ス
タ
ー

ク
ラ
ス
に
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経

て
選
抜
さ
れ
た
12
人
の
若
手
ヴ
ィ
オ
ラ

奏
者
が
参
加
し
ま
す
。
ま
た
今
井
さ
ん

が
音
楽
家
と
し
て
信
頼
を
寄
せ
る
フ
ァ

イ
ト
・
ヘ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん
、

ウ
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
カ
ン
さ
ん
、
ニ
ア
ン
・

リ
ウ
さ
ん
ら
講
師
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
の

様
子
や
、
今
井
さ
ん
と
３
人
の
講
師
に

よ
る
四
重
奏
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
井
さ
ん
は
、「
多
彩
に
変
化
す

る
ヴ
ィ
オ
ラ
の
音
色
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
音
楽
の
喜

び
と
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸

せ
で
す
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

ニアン・リウさん、ファイト・ヘルテンシュタインさん（上段、左から）ニアン・リウさん、ファイト・ヘルテンシュタインさん（上段、左から）
ウェンティン・カンさん、今井信子さん、小野ひとみさん（下段、左から）ウェンティン・カンさん、今井信子さん、小野ひとみさん（下段、左から）

丹波篠山で堪能　ヴィオラの響き　今
い ま

井
い

信
の ぶ

子
こ

さん

Vol.015―輝く人たち―

❖ マスタークラス公開レッスン（受講生のレッスン公開）
　　９月13日（金）～ 16日（月・祝）、18日（水）10:30 ～ 18:00（昼休憩あり）
❖ マスタークラスコンサートⅠ修了コンサート
　　９月20日（金）11:00 ～
❖ マスタークラスコンサートⅡ（講師４人による演奏）
　　ザ・イマイ・ヴィオラ・クァルテットと仲間たち
　　９月21日（土）13:30 ～
　※会場はいずれも、田園交響ホール
❖ おでかけコンサート（市内各所での受講生によるコンサート）
　　•９月17日（火）18:45 ～＝観月園遊会（丹波篠山市民センター）
　　•９月18日（水）12:15 ～＝丹波篠山市役所本庁舎１階・市民ホール

浅
あ さ

田
だ

政
ま さ

志
し

さん
1979年三重県生まれ。写真家。
日本写真映像専門学校研究科
を卒業後、スタジオアシスタ
ントを経て独立。NHK連続
テレビ小説「ブギウギ」のポ
スター撮影や、映画「浅田家」
（2020年公開）のモデルにな
るなど、多方面で活躍中。

　2015年４月に認定された日本遺産（ストーリータイトル：「丹波篠山デカンショ
節―民謡に乗せて歌い継ぐふるさとの記憶―」）でもあるデカンショ節。このたび、
日本遺産認定10年目を迎え、日本デカンショ節大賞の歌詞「丹波篠山街道歩きゃ 
うまい地酒と四季の食」をテーマにしたポスターを浅田政志さんの撮影で作成しま
した。ポスターは、デカンショ祭会場や市内の公共施設で掲示されています。
　また、今回のポスター製作には、篠山鳳鳴高等学校写真部の皆さんがモデルと
して協力し、貴重な体験をしました。
　なお、多くの方の目に触れる場所での掲示にご協力いただける方には、市役所
担当窓口でお渡しします。� 問い合わせ　ブランド戦略課☎552-0275

ポスターモデルとして協力された篠山鳳鳴高等学校写真部の皆さんポスターモデルとして協力された篠山鳳鳴高等学校写真部の皆さん

デカンショ節大賞デカンショ節大賞
ポスタポスターーをを製作製作

テーブルに置かれてい
る丹波篠山の名物がた
くさんあり、その多さ
に驚きました。

ポスター作成の裏側は細
部までこだわりがあり、
すごいと思いました。

今回、初めて被写体と
なり、新しいことに挑
戦ができ、とても楽し
かったです。

T a m b a s a s a y a m a

日本デカンショ節大賞  大賞受賞歌詞（令和６年度）　作詞：村岡孝司

出演：篠山鳳鳴高校写真部、デカンショ節保存会　協力：丹波篠山市内各事業者、下河原町自治会　撮影：浅田政志

兵庫県丹波篠山市に伝わる民謡「丹波篠山デカンショ節」の歌詞は、なんと400番以上！しかも、毎年新しい歌が生まれるという世界でも珍しい民謡です。 歌詞には、美しいまちなみや、豊かな食のめぐみが歌われていて、観光客はもちろん地元に住む私たちも、歌詞そのままの世界を楽しんでいます。
京都や大阪・神戸から約1時間！
週末にちょっと足を伸ばして、のんびり過ごしてみませんか？丹波篠山市は文化庁から２つの日本遺産に認定されました「丹波篠山デカンショ節 民謡に乗せて歌い継ぐふるさとの記憶」（２０１５年） / 「きっと恋する六古窯 日本産まれ日本育ちのやきもの産地」（２０１７年）

丹波篠山 街道歩きゃ
まい地酒と四季の食

丹波篠山  Hyogo9 丹波篠山  2024.9 8

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特
集

Ｈ
Ｏ
Ｔ
と
ー
く

市
政
レ
ー
ダ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

は
ぐ
く
み

施
設
情
報
・
相
談

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
の
話
題

街
か
ど
リ
ポ
ー
ト


